
令和6年度 鈴鹿市

地域福祉講演会

　こんなお悩みはありませんか？　
困ったときにどこに相談へ行けばいい？

自分たちの組織・団体にできること

どなた
でも参加可

重層的支援体制とは？

どこから取り組めばいいのか？

日時 2025年 水

参加
無料

時間

場所

開場

住所：鈴鹿市飯野寺家町810

鈴鹿市文化会館　さつきプラザ

講演会
13：00〜

13：30〜15：00

3 26月 日

事前
申込制

【共催】　鈴鹿市　/　社会福祉法人鈴鹿市社会福祉協議会

▼右記のGoogleフォーム（QRコード）またはお電話にてお申込みください

https://www.suzuka-shakyo.or.jp/お申込み
お問合せ 059-373-5750

土屋幸己
一般社団法人
コミュニティネットハピネス代表理事

【講師紹介】

 特別養護老人ホーム、療育等支援事業コーディネーター、富士宮市
社会福祉協議会事務局次長等を経て、2006年に静岡県富士宮市福祉
総合相談課長（兼）地域包括支援センター長。
2015～2018年公益社団法人さわやか福祉財団。2017年に一般社団
法人　コミュニティーネットハピネスを立ち上げ代表理事に就任。
 厚生労働省　「安心生活創造事業推進委員会委員」２０１１～２０１
２「生活困窮自立促進プロセス構築モデル事業」統括委員会委員２０
１３、「地域における住民主体の課題解決力強化・相談支援体制の在
り方に関する検討会（地域力強化検討会）」2016・日本社会福祉会　
地域包括ケア推進委員会委員、生活困窮者支援委員会委員ほかを歴
任。市町の福祉アドバイザーをはじめ、ソーシャルワークの基本であ
るアセスメント研修をはじめとする各種研修や、全国各地で共生社会
の実現に向け温かい地域づくりを推進している。

定員

180名

社会福祉士

　社会福祉法の改正により、重層的支援体制整備事業が創設されました。近年、社会のあり方が変わり、社会
的な孤立をはじめ、私たちが生活する上での課題は多様化・複雑化しております。
　これらの課題に対して、制度・分野ごとの「縦割り」や「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域住民
や地域の多様な主体が我が事として参画し、世代や分野を超えて、”みんなでつながり支え合う”地域の実現に向
け、本講演会では重層的支援体制整備事業のわかりやすい解説や先行事例を紹介します。　
　皆様のご参加をお待ちしております。

”みんなでつながり支え合う”
地域のために私たちができること

会場アクセスはコチラから

申込はこちらから


